
2021年度 帝京大学薬学部 公開講座（第41回）

【お問い合わせ】

〒173-8605 東京都板橋区加賀2-11-1　帝京大学 薬学部　公開講座係
☎03（3964）3494　問い合わせ時間：平日  9：00～17：00　土曜  9：00～12：30

第1回 10月7日（木） 13：30から15：00

受講料
教材費は
無料！

薬局・薬剤師の活用方法を一緒に
考えましょう －お薬手帳を中心に－考えましょう 考えましょう お薬手帳を中心に
帝京大学 薬学部　みなし専任助教、虎薬局　新井田　純坪

第2回 10月14日（木） 13：30から15：00

病院と薬局の連携（薬・薬連携）
－患者に寄り添った病院の在り方－患者に寄り添った病院の在り方

帝京大学 薬学部　准教授　久保田　篤司

第5回 11月4日（木） 13：30から15：00

いつまでもお元気で、ポジティブ生活の勧め
－加齢による変化の受入れ方、薬との付き合い方－加齢による変化の受入れ方、薬との付き合い方加齢による変化の受入れ方、薬との付き合い方

帝京大学 薬学部　教授　小佐野　博史

第4回 10月28日（木） 13：30から15：00

「漢方薬、知れば知るほど元気になれる？」
－漢方の魅力と注意点、十分にお伝えします－漢方の魅力と注意点、十分にお伝えします

帝京大学 薬学部　准教授　山岡　法子

第3回 10月21日（木） 13：30から15：00

認知症の予防と共生を目指して
－認知機能はなぜ落ちる？どのように受け入れてゆくか－認知機能はなぜ落ちる？どのように受け入れてゆくか

帝京大学 薬学部　講師　伊藤　弦太

これからの20年を安心して暮らすには

2021年度 帝京大学薬学部 公開講座（第41回）

これかかれかれ ららの2200年0年0 を年を年安心心安心安 ししててしてししてし 暮暮ららすすにには－薬剤師と薬の効果的な利用
法－

《期　　間》 2021年 10月7日（木）～11月4日（木）
 毎週木曜日　13：30～15：00　計5回
《会　　場》 帝京大学 板橋キャンパス 
 大学棟本館2階206講義室
 ※オンラインでの参加も可能です。
 　後日Zoom参加リンク、ID等をご案内申し上げます。
《対　　象》 一般成人のみ
《申込受付期限》 各講座開催の3日前まで
《申込方法》 ①下記URLよりお申込み

https://forms.office.com/Pages/ResponsePage.aspx?id
=1FW4szarqUqAEgbsGgkD748wmFNX
mxFCp_nLe2RJdMJUNFA4WjBIWTdUM
TBRRjFCQzlEVVFUQVpXUC4u

 　
 ②FAXからのお申し込み

チラシ裏面もしくはホームページ
FAXお申し込み用紙に明記の上、
ご送信ください。
FAX：03-3964-8415
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　少子超高齢社会を迎えた現在、最も大切なことの一つに健康寿命の延長が挙げられると思います。定年は第 2の人生の始まり、
という言葉をよく耳にする年齢を迎え高齢者が元気で生き生きと生活できる社会、高齢者を支える若者が超高齢社会を生き抜く
ための秘策としてだれもがお世話になる医薬品に焦点を当て、薬と薬剤師という職業の深みを感じていただければと企画しました。
全 5回、ストーリーを持って企画しましたので、ぜひ、全部お聞きいただきたく、奮ってご参加くださいますようお願いいたします。



参加希望の講座に〇をつけてください。
また、ご来校されるかオンラインで参加されるかチェックを入れてください。
『薬：これからの20年を安心して暮らすには －薬剤師と薬の効果的な利用法－』

TEL：03－3964－3494

送信日　2021 年　　月　　日

薬局・薬剤師の活用方法を一緒に考えましょう －お薬手帳を中心に－

病院と薬局の連携（薬・薬連携）－患者に寄り添った病院の在り方－

認知症の予防と共生を目指して－認知機能はなぜ落ちる？どのように受け入れてゆくか－

「漢方薬、知れば知るほど元気になれる？」－漢方の魅力と注意点、十分にお伝えします－

いつまでもお元気で、ポジティブ生活の勧め－加齢による変化の受入れ方、薬との付き合い方－

□ご来校　　　　　□オンライン

□ご来校　　　　　□オンライン

□ご来校　　　　　□オンライン

□ご来校　　　　　□オンライン

□ご来校　　　　　□オンライン


